
～富山県建設業協会の取組み～

今回のテーマ

弊社が無償で提供している「i-b電子納品支援ツール」をご利用いただくと可能です！ログイン前のページ「○○
版ポータルサイト」よりインストールできます。 ※ご利用の自治体によってはご利用できない場合がございます。ご了承ください。

情報共有システムから出力した文書データと写真管理ソフトで管理
していた工事写真を１つのデータにまとめて（結合して）CDやDVD
に書き込みたいのですができますか？

百成　　今回は富山県建設業協会の取組みや思いについて、専務
理事の加藤様にインタビューをさせていただきます。

　　　　昨年は、災害や大雪などで、業界は注目されたと思います
がいかがですか？

加藤様　社会資本の整備だけでなく、その維持管理、除雪、災害や
緊急時の対応は地域の守り手である建設企業が必要不
可欠です。

　　　　昨年の大雪や災害から社会的ニーズや社会的使命も大き
くなり注目されていると思います。

百成　　そのような中で建設業の高齢化や若年層が入ってこない
問題についてどのようにお考えですか？

加藤様　若い方はいままでの３K のイメージもあって、他の業種へ
いく方が多いですね。建設業は社会資本の整備を担う

「地域の創り手」として、将来にわたり地域の安全・安心を
守っていく「地域の守り手」として、大事な役目があるので、
危惧しています。今後ますます生産性の向上や働き方改
革を進め魅力のある業界にしていくべきだと思います。

百成　　協会として学生や女性が建設業界に入るために工夫して
いることはありますか？　　　　

加藤様　各世代に入職していただくための PR 活動をしています。
例えば小・中・高校生に建設業を知ってもらうための
リーフレットを毎年お配りしています。

　　　　また、建設系の高校へは出前講座を行い、保護者の方と意
見交換会を実施し、富山県内の女子大生と若手の女性技
術者を中心に現場見学会や意見交換会を行っています。

百成　　週休二日制についてどのような取組みを考えています
か？

加藤様　時間外の罰則付き上限規制の建設業への適用が目の前
に迫ってきていることもあり、長時間労働の是正とともに
若者に入職してもらうためには週休二日制を推進する必
要があります。協会としては成功している事例を皆さん
に紹介して、少しでも週休二日を実現してもらう取り組み
を行っています。

　　　　週休二日制モデル工事のほか、ワンデーレスポンスや工
事書類の簡素化、現場にあった積算など生産性の向上対
策を発注者の方にお願いをしています。

百成　　生産性そのものを上げていくことは重要ですね。富山県
で情報共有システムを普及させることに対する協会の思
いを教えてください。

加藤様　受注者、発注者共に技術者の数が減ってきている中で、
一方ではきめ細やかな対応が必要なので、生産性向上の
ために情報共有システムが必要だと思います。

　　　　電子化された書類の迅速なやりとりやデータの共有を
クラウドでできるのが便利だと思います。H27から情報
共有システムに取り組んでいますが、まだまだ進度は遅
いのかなと思っています。

百成　　弊社としても情報共有システムを普及するにあたり、協会
員さんへの周知に不安があるのですが、いかがですか？

加藤様　御社には富山だけではなく、魚津、高岡、砺波などの各地
域で、システムの操作実習の講習会を今年で 9 回行って
いただき、180 人が参加しました。御社にはそのような研
修を継続的に行っていただけたらと期待しています。

百成　　ありがとうございます。富山県建設業協会様として普及
目標の計画はありますか？

加藤様　今年度県土木部では4000万円以上の工事を対象として、
２０件程度発注者指定型で情報共有システムを利用する
目標を設定していますが、今後対象金額が2000万円以
上となれば件数も増え、生産性向上も見込めるのではな
いかと思います。協会としては今年度から受注者希望型
を取り入れ、各支部毎に目標を設定して取り組んでいる
ところです。まだ目標を達成できていませんが、来年以
降も目標値をもって情報共有システムを普及していこう
と考えています。

　　　　新しいことに取り組むのを億劫だと感じている方がいる
のも現状で、受・発注者ともに、「今のままでいいのでは
ないか」と思っている人もいると思います。それを変えて
いただけるかが課題ですね。そのためにも、情報共有
システムの良さを広めていくことが大切だと思います。

百成　　使われ始めると案外広がるのは早いという実感があり
ます。我々も頑張っていきたいと思います。最後に弊社
に対する期待やご要望はありますか？

加藤様　無料の講習会には私も参加させていただき、操作を体験
させていただきました。

　　　　触ってみると案外簡単に操作できるということが分かり、
新しいものに抵抗がある人でも触ってみてほしいと思い
ました。今後も講習会開催にご協力ください。

百成　　実際に触っていただくと、難しいものではないとわかって
いただけますね。ありがとうございました。

H26に女性技術者6名で座談会を行い、H27には、
女性の活用に関するアンケート調査を実施しました。
4割の経営者から女性の方を活用するのは難しいと
意見が上がり、協会として、女性活躍推進に向けての
活動をより活発に行うようになりました。

経営者の意識改革のため、先進的な活動をしている
方を講師に迎えた講習会を実施するとともに、経営
者向けのリーフレットの作成も行っています。

●女性技術者向けの研修（H28、H29）
●経営者向け女性活躍推進研修会（H27、H28、H30、R2）
●女子大生と女性技術者による座談会や現場見学会（H30、R１、R2）

将来を担う建設技術者として入職していただくため
に、女子大生をターゲットにして、女性技術者と女子
大生で現場見学会や座談会をしたりしています。

女性も男性も個性を大切にし、組織力を高めていく必要があり、富山県
建設業協会もその役割を果たしていきたいと思います。
建設業はものづくりで生きがいを感じることができる業界なので、入職
者の方にはぜひ何も心配せずに、飛び込んできてほしいです。
環境も整ってきています。ぜひ建設業へ、お待ちしています！

一般社団法人　富山県建設業協会　専務理事　加藤昭悦 様 より

女性活躍推進のはじまり

女性活躍推進の内容

操作がご不明な場合はお気軽にお問い合わせください。

工事を開くと

i-b電子納品支援ツール画面 選択した工事のTOP画面

ー手順ー
①情報共有システムから出力した「文書データ」の取り込み
②他ソフトで管理していた工事写真や図面データの取り込み
③空のCD/DVDをセットし書き込み

女性だからといって家庭に
入るのではなく、男女関わ
らず、1人の人間として活躍
できることが一番です。

株式会社アイサスは土木技術者女性の会サポーターとして、
土木の仕事に携わる土木系女子「ドボジョ」を応援してい
ます。富山県は全国的に女性技術者の割合が高いというこ
とで、富山県建設業協会の先進的な女性活躍への取組み
と思いに密着しました！
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※写真は　富山県建設業協会から提供

 

クライアント突撃リポート
アイサスのお仕事

アイサスのナビゲーター（案内人）がinformation bridgeをご利用頂いた
お客様のもとへお伺いし、対談するコーナーです。
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